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９月から新体制 気持ちを新たに
平成29年９月の町議選で当選を果たし、早２年。９月定例会では議会人事の改選が行われました。
正副議長の交代のほか、常任委員会の構成メンバーも変わり、心機一転。
後半の２年も町政の監視役としての役目を果たしていきます。

広報広聴常任委員会

総務民生常任委員会

建設文教常任委員会

議会運営委員会

議　長
柏木　豊

副議長
下山　和則

副委員長
下山　和則

委　員
木下　章夫

委　員
山田　勝

委　員
米山　智

委　員
福田　明

委　員
長野　晋治

委　員
加藤　祐喜

　議会だよりの編集や、議会報告
会の開催など、議会に関する広報
と町民の皆さんの意見を伺う広聴
の事業を行います。

委員長
大沼　正明

副委員長
加藤　祐喜

委　員
四方　義男

委　員
木下　章夫

委　員
宮口　嘉隆

委　員
柏木　豊

委　員
下山　哲夫

委　員
福田　明

　人事や契約、公共交通、防災な
どの総務部門に該当する分野と、
福祉や保険、税、健康増進などの
住民福祉部門に該当する分野ほか
を審議します。

委 員 長　植松　英樹
委　　員　井出　春彦
委　　員　小永井康一

副委員長　長野　晋治
委　　員　下山　和則
委　　員　米山　　智

委員長
長野　晋治

副委員長
米山　智

委　員
下山　和則

　都市整備や環境、産業、観光な
どの都市環境部門に該当する分野
と、子育てや教育、生涯学習など
の教育部門に該当する分野を審議
します。

　議会運営に関する事項や議会の
予算、議会の決まりなどを審議し
ます。

委員長
下山　哲夫

委　員
山田　勝

委　員
井出　春彦

委　員
植松　英樹

委　員
小永井　康一

　こ
の
た
び
の
定
例
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
議
長
の
補
佐
役

と
し
て
、
町
政
発
展
に
努
め
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　生
ま
れ
育
っ
た
長
泉
町
の
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
な
、
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
微
力
な
が

ら
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。　今

後
と
も
、
皆
さ
ま
の
議
会

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
議
長
の
要
職
を

担
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
職
責

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　今
、
町
議
会
は
、
町
民
の
願

い
に
応
え
る
活
動
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
議
会

の
情
報
発
信
に
努
め
、
広
く
町

民
の
声
を
拾
い
上
げ
、
町
政
に

反
映
で
き
る
議
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
議
員
一
人

ひ
と
り
が
研
鑽
を
重
ね
、
議
論

を
可
能
な
限
り
見
え
る
化
す
る

と
と
も
に
、
女
性
の
議
会
活
動

へ
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　町
民
目
線
、
そ
し
て
行
政
と

異
な
る
視
点
で
活
動
し
、
町
議

会
の
様
子
が
も
っ
と
町
民
に
伝

わ
る
工
夫
、
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ

ま
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

2議会ながいずみ　2019.11.1号



９月から新体制 気持ちを新たに
平成29年９月の町議選で当選を果たし、早２年。９月定例会では議会人事の改選が行われました。
正副議長の交代のほか、常任委員会の構成メンバーも変わり、心機一転。
後半の２年も町政の監視役としての役目を果たしていきます。

広報広聴常任委員会

総務民生常任委員会

建設文教常任委員会

議会運営委員会

議　長
柏木　豊

副議長
下山　和則

副委員長
下山　和則

委　員
木下　章夫

委　員
山田　勝

委　員
米山　智

委　員
福田　明

委　員
長野　晋治

委　員
加藤　祐喜

　議会だよりの編集や、議会報告
会の開催など、議会に関する広報
と町民の皆さんの意見を伺う広聴
の事業を行います。

委員長
大沼　正明

副委員長
加藤　祐喜

委　員
四方　義男

委　員
木下　章夫

委　員
宮口　嘉隆

委　員
柏木　豊

委　員
下山　哲夫

委　員
福田　明

　人事や契約、公共交通、防災な
どの総務部門に該当する分野と、
福祉や保険、税、健康増進などの
住民福祉部門に該当する分野ほか
を審議します。

委 員 長　植松　英樹
委　　員　井出　春彦
委　　員　小永井康一

副委員長　長野　晋治
委　　員　下山　和則
委　　員　米山　　智

委員長
長野　晋治

副委員長
米山　智

委　員
下山　和則

　都市整備や環境、産業、観光な
どの都市環境部門に該当する分野
と、子育てや教育、生涯学習など
の教育部門に該当する分野を審議
します。

　議会運営に関する事項や議会の
予算、議会の決まりなどを審議し
ます。

委員長
下山　哲夫

委　員
山田　勝

委　員
井出　春彦

委　員
植松　英樹

委　員
小永井　康一

　こ
の
た
び
の
定
例
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
議
長
の
補
佐
役

と
し
て
、
町
政
発
展
に
努
め
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　生
ま
れ
育
っ
た
長
泉
町
の
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
な
、
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
微
力
な
が

ら
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。　今

後
と
も
、
皆
さ
ま
の
議
会

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
議
長
の
要
職
を

担
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
職
責

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　今
、
町
議
会
は
、
町
民
の
願

い
に
応
え
る
活
動
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
議
会

の
情
報
発
信
に
努
め
、
広
く
町

民
の
声
を
拾
い
上
げ
、
町
政
に

反
映
で
き
る
議
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
議
員
一
人

ひ
と
り
が
研
鑽
を
重
ね
、
議
論

を
可
能
な
限
り
見
え
る
化
す
る

と
と
も
に
、
女
性
の
議
会
活
動

へ
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　町
民
目
線
、
そ
し
て
行
政
と

異
な
る
視
点
で
活
動
し
、
町
議

会
の
様
子
が
も
っ
と
町
民
に
伝

わ
る
工
夫
、
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ

ま
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

3 議会ながいずみ　2019.11.1号



令和元年９月定例会平成30年度のお金の使い方をチェック
令和元年第３回定例会は、９月２日から20日までの19日間の会期で開かれました。
平成30年度決算の認定をはじめ、条例の改正、令和元年度予算の補正などの議案を審議し、
すべて原案どおり可決しました。 （金額はすべて１万円未満は切り捨て） 平成30年度決算の詳細は、広報ながいずみ10月１日号をご覧ください。

以下、 を表します。と総務民生常任委員会の審議 建設文教常任委員会の審議

英
語
に
触
れ
あ
お
う

活
動
の
場
の
多
様
化

細
心
の
注
意
で

町
の
未
来
を
語
ろ
う

納
付
忘
れ
に
注
意

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普
及

英
語
指
導
助
手
派
遣事業

費

２
千
３
３
２
万
円

子
ど
も
会
育
成
事
業補助

金

２
１
４
万
円

除
去
食
対
応
給
食事

業
費

１
千
３８
万
円

質
疑　
「
町
長
と
語
ろ
う
！

な
が
い
ず
み
未
来
ト
ー
ク
」

で
出
た
主
な
意
見
は
。

行
政
課
長　
特
に
多
か
っ
た

の
は
、
公
共
交
通
、
企
業
誘

致
・
留
置
、
生
活
道
路
・
歩

道
、
公
園
・
広
場
、
情
報
発

信
な
ど
で
あ
る
。

質
疑　
町
税
等
の
督
促
状
発

送
件
数
は
、
前
年
度
に
比
べ

減
少
し
て
い
る
の
か
。

税
務
課
長　
平
成
３０
年
度
の

発
送
件
数
は
１
万
４
千
５
２

５
件
、
２９
年
度
は
１
万
５
千

２
５
４
件
で
あ
り
、
前
年
度

に
比
べ
７
２
９
件
減
少
し
た
。

質
疑　
住
民
窓
口
課
の
窓
口

延
長
業
務
で
来
庁
者
が
減
っ

て
い
る
理
由
は
。

住
民
窓
口
課
長　
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
普
及
に
伴
い
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
し
た
方

が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

質
疑　
派
遣
人
数
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
成
果
は
。

教
育
推
進
課
長　
平
成
３０
年

度
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
各
校
に
１

人
配
置
し
て
い
る
。
正
し
い

発
音
を
聞
く
こ
と
で
耳
か
ら

英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
授
業
と
な
っ

て
い
る
。
授
業
以
外
に
も
学

校
生
活
や
行
事
な
ど
の
中
で

児
童
・
生
徒
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
触

れ
あ
う
機
会
が
増
え
、
異
文

化
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
本
年
の

学
力
学
習
状
況
調
査
の
中

で
、
外
国
へ
の
興
味
に
好
意

的
な
回
答
を
し
た
児
童
・
生

徒
は
小
学
校
７５
・
８
％
、
中

学
校
６５
・
８
％
で
、
い
ず
れ

も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
、
外
国
に
興
味
関

心
を
持
つ
児
童
・
生
徒
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
成
果
と

な
っ
て
い
る
。

質
疑　
町
内
で
は
子
ど
も
の

数
は
増
え
て
い
る
の
に
、
子

ど
も
会
の
会
員
数
が
減
っ
て

い
る
要
因
は
。

生
涯
学
習
課
長　
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
様

化
多
忙
化
し
て
い
る
中
で
、

子
ど
も
会
へ
加
入
し
な
い
世

帯
も
増
え
、
子
ど
も
会
に
対

す
る
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
課
題
が
少
し
で
も
解

消
で
き
る
よ
う
に
役
員
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た

い
。

質
疑　
除
去
食
対
応
給
食
を

配
食
す
る
に
あ
た
り
、
事
故

が
起
こ
ら
な
い
た
め
の
防
止

方
法
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

食
材
の
納
品
か
ら
調
理
、
配

食
ま
で
通
常
の
給
食
と
は
完

全
分
離
で
実
施
し
て
い
る
。

食
材
が
納
品
さ
れ
る
際
は
、

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基

づ
き
確
認
し
、
対
象
児
童
・

生
徒
へ
の
配
食
の
際
も
、
学

校
の
限
ら
れ
た
場
所
で
受
け

渡
し
を
行
い
、
対
象
児
童
・

生
徒
が
除
去
食
を
受
領
し
た

か
確
認
す
る
体
制
を
取
っ
て

い
る
。

行
財
政
分
野

教
育
学
習
分
野

将来を見据えた意見に期待

4議会ながいずみ　2019.11.1号



令和元年９月定例会平成30年度のお金の使い方をチェック
令和元年第３回定例会は、９月２日から20日までの19日間の会期で開かれました。
平成30年度決算の認定をはじめ、条例の改正、令和元年度予算の補正などの議案を審議し、
すべて原案どおり可決しました。 （金額はすべて１万円未満は切り捨て） 平成30年度決算の詳細は、広報ながいずみ10月１日号をご覧ください。
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中
小
企
業
を
元
気
に

評
判
は
上
々

駅
周
辺
は
ど
う
変
わ
る

安
全
な
橋
に

新
た
な
交
通
手
段

商
工
振
興
推
進
事
業
費

３
５
５
万
円

産
業
祭
事
業
費６４

８
万
円

都
市
計
画
管
理
事
務
費

１
千
５
４
４
万
円

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
費

１
億
３
千
１
６
３
万
円

公
共
交
通
対
策
事
業
費

３
３
１
万
円

質
疑　
工
業
団
地
立
地
企
業

動
向
等
調
査
業
務
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長　
工
業
団
地

内
の
各
企
業
を
訪
問
し
て
、

近
年
の
経
済
動
向
や
各
社
の

課
題
を
確
認
し
た
結
果
、
多

く
の
企
業
か
ら
雇
用
不
足
の

状
況
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

工
業
団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

わ
か
り
に
く
い
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

質
疑　
合
同
就
職
面
接
会
で
、

実
際
に
就
職
に
結
び
つ
い
た

の
は
何
人
か
。

産
業
振
興
課
長　
来
場
者
４２

人
の
う
ち
、
後
日
各
事
業
所

が
実
施
す
る
再
面
接
に
進
ん

だ
者
が
７
人
、
そ
の
う
ち
３

人
が
就
職
内
定
し
た
。

質
疑　
事
業
費
に
対
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
産
業
祭
の

来
場
者
数
は
、
平
成
２８
年
度

が
約
１
万
人
、
２９
年
度
が
約

１
万
５
千
人
、
３０
年
度
が
約

１
万
８
千
人
と
な
っ
て
お

り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
産
業
祭
前
日
に
行
わ

れ
る
農
産
物
品
評
会
の
出
品

点
数
、
参
加
団
体
と
も
に
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
産
業

祭
の
目
的
で
あ
る
農
・
工
・

商
業
の
交
流
と
Ｐ
Ｒ
も
達
成

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

質
疑　
下
土
狩
駅
周
辺
都
市

再
生
整
備
計
画
等
検
討
事
業

の
内
容
は
。

建
設
計
画
課
長　
鮎
壺
公
園

の
概
略
設
計
に
併
せ
て
、
公

園
を
活
用
し
た
民
間
活
力
活

用
の
可
能
性
調
査
と
し
て
、

民
間
事
業
者
へ
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
や
鮎
壺
公

園
を
含
む
下
土
狩
駅
周
辺
の

活
性
化
に
向
け
た
基
盤
整
備

を
行
う
た
め
、
下
土
狩
駅
の

利
用
者
数
、
駅
周
辺
の
踏
切

調
査
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。

質
疑　
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

工
事
管
理
課
長　
平
成
２４
年

度
に
策
定
し
た
橋
梁
長
寿
命

化
計
画
の
中
で
、
２５
年
度
か

ら
６
年
間
で
補
修
を
完
了
す

る
橋
梁
と
し
て
位
置
付
け
た

１９
橋
に
対
し
、
３０
年
度
ま
で

に
補
修
を
終
え
た
橋
梁
は
１７

橋
で
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
い
る
。
一
方
、

２７
年
度
か
ら
３
カ
年
で
、
町

単
独
管
理
の
橋
梁
１
３
７
橋

の
詳
細
点
検
を
実
施
し
、
計

画
の
修
正
を
行
っ
た
。

質
疑　
デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
効
果
は
。

企
画
財
政
課
長　
昨
年
１０
月

か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
、

ス
タ
ー
ト
当
初
は
利
用
が
伸

び
た
が
、
以
降
冬
季
に
入
り

利
用
者
が
減
少
、
そ
の
傾
向

が
年
度
末
ま
で
続
い
た
。
な

お
、
運
行
の
目
標
と
し
て
、

乗
合
率
１・
１
、
収
支
率

２０
％
を
目
安
に
し
て
お
り
、

結
果
と
し
て
数
値
は
と
も
に

ク
リ
ア
し
て
い
る
た
め
、
順

調
な
運
行
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

産
業
経
済
分
野

都
市
整
備
分
野

※サウンディング型市場調査…事業の早期段階で、対話を通じて民間事業者から広くアイデアを求め、事業の可能性を探る調査

※

さかえ橋を現地調査で確認
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健
康
福
祉
分
野

使
い
や
す
い
施
設
に

気
軽
に
相
談
へ

福
祉
会
館
施
設
整
備
費

５
千
４
６
４
万
円

包
括
的
支
援
事
業
費

３
千
９
３
５
万
円

質
疑　
第
５
駐
車
場
を
整
備

し
た
こ
と
で
施
設
全
体
の
駐

車
台
数
は
。

福
祉
保
険
課
長　
第
５
駐
車

場
で
１７
台
確
保
で
き
、
計
７１

台
で
あ
る
。

質
疑　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
増
設
し
た
効
果
は
。

長
寿
介
護
課
長　
各
圏
域
の

高
齢
者
数
が
３
千
人
を
超
え

る
中
、
顔
の
見
え
る
個
々
の

相
談
業
務
が
で
き
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
相
談
件
数

の
増
加
を
見
て
も
明
ら
か
で

あ
る
よ
う
に
、
圏
域
ご
と
の

地
域
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
な
ど

を
聞
き
取
り
、
支
援
も
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
２
カ
月
に

１
回
、
３
カ
所
の
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
連
絡
会
を
開
催
し

情
報
共
有
し
て
い
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　

国
保
加
入
者
の
所
得
は

低
い
の
に
、
保
険
料
は
他

の
医
療
保
険
と
比
べ
高
い
。

３０
年
度
末
の
積
み
立
て
基

金
３
億
３
千
万
円
の
う
ち
、

７
千
万
円
で
加
入
者
１
人
あ

た
り
１
万
円
の
引
き
下
げ
が

可
能
で
あ
る
。
国
と
県
に
公

的
責
任
と
財
政
支
援
を
求

め
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
、
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
べ
き
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
３０
年
度
決
算
は
県
と
町
が

共
同
で
保
険
者
と
な
る
大
改

革
後
、
最
初
の
年
度
の
決
算

で
あ
り
、
実
質
単
年
度
収
支

は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
職

員
に
よ
る
収
納
率
向
上
や
医

療
費
抑
制
の
た
め
の
保
健
事

業
へ
の
取
り
組
み
が
、
決
算

結
果
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

今
後
も
保
険
者
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
経
営
努
力
を
重
ね

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
総
合
事
業
は
自
治
体
に
よ

っ
て
格
差
が
あ
り
、
す
べ
て

の
利
用
者
に
同
じ
サ
ー
ビ
ス

が
保
証
さ
れ
る
の
か
不
安
を

残
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
な
時
に
利
用
で
き
る
制
度

へ
転
換
し
、
一
般
財
源
の
繰

り
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
保
険
料
の
値
下
げ
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
町
の
介
護
認
定
率
は
県
内

で
も
決
し
て
低
い
も
の
で
は

な
く
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
増
設
な
ど
、
在
宅
生

活
の
支
援
に
向
け
た
積
極
的

な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い

る
。
保
険
料
も
必
要
な
介
護

給
付
サ
ー
ビ
ス
の
総
額
を
基

に
追
加
的
需
要
分
を
反
映
し

て
算
定
し
て
お
り
、
県
内
市

町
の
動
向
を
踏
ま
え
て
も
適

正
な
保
険
料
で
あ
る
と
い
え

る
。

検
査
の
重
要
性
を
周
知

高
齢
者
の
安
心
の
た
め

ピ
ロ
リ
菌
検
査
事
業
費

２
３
７
万
円

ほ
か

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

見
守
り
事
業
費

９４
万
円

質
疑　
平
成
３０
年
度
新
規
検

診
事
業
に
関
す
る
結
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

健
康
増
進
課
長　
ピ
ロ
リ
菌

検
査
事
業
は
、
受
診
者
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
捉

え
て
お
り
、
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
た
対
応

を
は
か
る
。
産
後
ケ
ア
事
業

は
広
報
を
よ
り
強
化
し
て
い

く
。

質
疑　
安
否
確
認
実
績
が
７６

件
と
あ
る
が
、
安
否
確
認
の

方
法
は
。

長
寿
介
護
課
長　
異
変
が
発

見
さ
れ
た
場
合
は
事
業
者
が

町
に
連
絡
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
町
が
安
否
確
認
を

行
う
。

放
課
後
の
居
場
所
確
保
は

質
疑　
放
課
後
児
童
会
の
待

機
児
童
の
状
況
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
前
年
度

末
現
在
で
０
人
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る
討
論

（
国
保
特
別
会
計
決
算
）

原
案
に
対
す
る
討
論

（
介
護
特
別
会
計
決
算
）

整備された第５駐車場
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教えて！議会用語

「討論」
とう　ろん

　
本
会
議
や
委
員
会
で
議

題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
、
表
決
を
す
る
前
に
、

議
員
個
人
と
し
て
賛
成
・

反
対
の
意
見
を
示
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。
議
員
個
人

が
考
え
る
議
案
の
問
題
点

な
ど
を
指
摘
し
、
他
の
議

員
の
賛
同
を
得
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。
公
平
を
期

す
た
め
、
議
案
に
反
対
の

議
員
か
ら
討
論
を
行
い
、

次
に
賛
成
の
議
員
と
、
交

互
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

生
活
環
境
分
野

ポ
イ
捨
て
は
い
け
ま
せ
ん

不
法
投
棄
対
策
費８７

万
円

質
疑　
具
体
的
な
対
策
は
。

く
ら
し
環
境
課
長　
塵
芥
焼

却
場
や
埋
め
立
て
場
な
ど
の

施
設
に
赴
く
際
に
、
不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
併
せ
て
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設

計
画
課
、
工
事
管
理
課
が
月

に
４
回
実
施
す
る
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
の
際
に
も
、
併
せ
て

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
お
り
、
不
法
投
棄
ご

み
の
回
収
や
啓
発
用
看
板
の

設
置
を
行
う
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

・�

財
政
調
整
積
立
金
が
昨
年

度
の
倍
と
な
り
、
積
立
額

が
３
億
円
と
な
っ
た
。
ま

た
、
財
政
調
整
基
金
残
高

は
４６
億
円
と
な
っ
た
。
こ

れ
だ
け
の
基
金
を
有
効
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・�

町
職
員
数
が
足
り
て
い
な

い
。
臨
時
職
員
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
正
規
職
員

を
増
や
す
計
画
を
早
急
に

実
施
す
べ
き
。

・�

な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協

会
が
自
主
的
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
補
助
金
の
増
額

を
。

・�

中
小
企
業
支
援
、
商
店
街

活
性
化
の
た
め
の
施
策
が

必
要
。

賛
成
討
論（
下
山
和
則
議
員
）

　

一
般
会
計
決
算
を
見
る

と
、
実
質
収
支
は
黒
字
と
な

っ
て
お
り
、
財
源
を
翌
年
に

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と

判
断
す
る
。
未
来
ト
ー
ク
な

ど
で
提
案
の
あ
っ
た
、広
場・

公
園
整
備
事
業
の
着
手
や
北

小
学
校
放
課
後
児
童
会
の
整

備
の
ほ
か
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
防
災
セ
ン
タ
ー
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
も
心

強
く
感
じ
て
い
る
。
財
政
調

整
基
金
の
積
立
金
額
は
さ
ま

ざ
ま
な
見
方
や
考
え
方
が
あ

る
中
で
、
今
後
の
情
勢
を
見

据
え
る
と
、
町
の
金
額
は
決

し
て
多
す
ぎ
る
も
の
で
は
な

い
。
今
後
も
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
、
計
画
的
な
予

算
執
行
に
よ
る
健
全
な
財
政

運
営
を
お
願
い
す
る
。

暗
い
夜
道
を
明
る
く

適
切
な
分
別
の
お
か
げ

ル
ミ
ナ
ス
ス
ト
リ
ー
ト

整
備
事
業
費

４
千
３
７
０
万
円

Ｐ
Ｆ
Ｉ
最
終
処
分
場

運
営
事
業
費

５
７
２
万
円

質
疑　
平
成
３０
年
度
末
で
の

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
率

は
。

地
域
防
災
課
長　
防
犯
灯
総

数
４
千
８
６
９
灯
の
う
ち
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
４
千
３
５

７
灯
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
８９
・

５
％
で
あ
る
。

質
疑　
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
事
業
方
式
可
能
性
調
査

を
実
施
し
た
こ
と
に
伴
う
、

今
後
の
方
向
性
は
。

く
ら
し
環
境
課
長　
第
１
期

と
し
て
平
成
１８
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
１５
年
間
、

施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て

き
た
が
、
町
民
・
地
域
・
企

業
な
ど
町
全
体
が
一
体
と

な
っ
て
ご
み
の
減
量
化
が
実

現
し
、
埋
め
立
て
量
が
当
初

の
計
画
量
の
約
５０
％
を
推
移

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果

と
し
て
第
２
期
の
か
さ
上
げ

工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
。
令
和
３
年
度
以

降
も
引
き
続
き
、
現
在
の
事

業
者
が
事
業
を
継
続
し
て
施

設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
、
最
も
効
果
的
で

あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
。

原
案
に
対
す
る
討
論

（
一
般
会
計
決
算
）

夜道を照らすLED
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改正の
内容

令
和
元
年
度 

補
正
予
算

町
道
路
線
認
定

教
育
学
習
分
野

内
容
の
充
実
へ

福
祉
会
館
施
設
整
備
費

３
千
８
７
０
万
円

質
疑　
浴
室
改
修
工
事
の
実

施
時
期
と
内
容
は
。

福
祉
保
険
課
長　
１０
月
２０
日

開
催
の
福
祉
健
康
ま
つ
り
終

了
後
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま

で
の
間
で
行
う
予
定
で
あ
る
。

内
容
は
、
奥
側
の
浴
室
の
洗

い
場
を
１
カ
所
増
設
し
、
レ

ス
ト
コ
ー
ナ
ー
を
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
室
へ
改
修
す
る
。
ま
た
、

床
、
浴
槽
タ
イ
ル
及
び
壁
タ

イ
ル
の
改
修
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
ろ
過
設
備
の
更
新
と
、

気
泡
泉
を
一
部
開
放
風
呂
と

す
る
改
修
を
行
う
。

町
独
自
で
支
援
し
ま
す

民
間
保
育
所
運
営
等補助

金

３
１
０
万
円

長
泉
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
疑　
副
食
費
（
お
か
ず
）

多
子
軽
減
助
成
の
町
の
考
え

方
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
２
号
及

び
３
号
認
定
の
保
育
料
に
つ

い
て
、
国
は
小
学
校
就
学
前

の
最
年
長
の
子
か
ら
数
え
て

２
人
目
を
半
額
、
３
人
目
以

降
無
償
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
町
は
世
帯
の
出
生
順

位
に
お
け
る
最
年
長
の
子
か

ら
数
え
て
、
第
２
子
半
額
、

第
３
子
以
降
無
償
と
し
て
お

り
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
よ
り
、副
食
費（
お

か
ず
）
が
実
費
負
担
と
な
る

こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
負
担

増
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育

料
と
同
様
の
軽
減
を
町
独
自

で
支
援
し
て
い
く
。

質
疑　
何
が
変
わ
る
の
か
。

行
政
課
長　
こ
れ
ま
で
支
給

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
手

当
や
期
末
手
当
な
ど
の
各
種

手
当
の
支
給
の
ほ
か
、
休
暇

制
度
の
拡
充
、
フ
ル
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す

る
退
職
手
当
の
支
給
、
２
年

目
以
降
の
共
済
組
合
の
加
入

な
ど
が
あ
る
。

質
疑　
副
食
費
の
範
囲
の
変

更
内
容
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
年
収
３

６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
及

び
全
所
得
階
層
の
第
３
子
以

降
の
子
ど
も
に
対
す
る
副
食

費
が
免
除
と
な
っ
た
。

質
疑　
副
食
費
が
自
費
負
担

に
な
っ
た
こ
と
で
、
従
前
よ

り
負
担
が
増
え
る
保
護
者
が

出
て
く
る
と
想
定
さ
れ
る
が
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
保
育
所

の
副
食
費
は
町
独
自
の
助
成

制
度
を
講
じ
る
た
め
、
保
護

者
の
負
担
増
は
生
じ
な
い
。

・
町
道
８
４
８
号
線

　
　
（
上
土
狩
字
三
島
辻
）

・
町
道
８
４
９
号
線

　
　
（
下
長
窪
字
茶
木
畑
）

会　計 補正予算額
一般会計 ６９９８万円
国民健康保険事業 △３１７万円
介護保険事業 ７７万円

条例の
内容

長
泉
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

　
町
で
任
用
し
て
い

る
一
般
職
の
非
常
勤

臨
時
職
員
が
、
関
連

法
の
改
正
に
伴
い
創

設
さ
れ
た
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
給
与
な
ど
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も

の
。

①
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
伴
い
、

特
定
教
育
・
保
育
施

設
が
教
育
・
保
育
給

付
認
定
保
護
者
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き

る
食
事
な
ど
の
提
供

に
要
す
る
費
用
の
範

囲
が
変
更

②
特
定
地
域
型
保
育

事
業
者
に
よ
る
代
替

保
育
の
提
供
に
係
る

連
携
施
設
の
確
保
義

務
の
緩
和
（
一
定
の

条
件
を
満
た
し
た
場

合
）
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動
議
（
宮
口
嘉
隆
議
員
）

　
平
成
３１
年
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
総
務
民
生
常
任
委

員
会
よ
り
出
さ
れ
た
付
帯
決

議
に
対
す
る
議
会
へ
の
対
応

の
場
が
必
要
と
考
え
る
。
日

程
の
順
序
を
変
更
し
、
議
会

最
終
日
に
採
決
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
。

議
第
１
２
３
号

桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
他
大
規
模
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結

賛
成
者
あ
り
で
動
議
成
立

賛
成
少
数
で
最
終
日
の
議

題
と
す
る
こ
と
は
否
決

総務民生常任委員会が
出した付帯決議は、
議会ながいずみ190号
に掲載しています。

反
対
討
論（
木
下
章
夫
議
員
）

�
当
局
に
よ
る
議
会
へ
の
説

明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
本
議
案
を
審
議
す

る
に
は
問
題
が
あ
る
。
当
局

の
議
会
軽
視
、
説
明
責
任
の

不
履
行
を
指
摘
す
る
。

賛
成
討
論（
植
松
英
樹
議
員
）

�

こ
の
案
件
は
、
こ
れ
ま
で

の
常
任
委
員
会
、
本
会
議
の

中
で
採
決
さ
れ
議
会
と
し
て

も
一
定
の
理
解
を
示
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
今
回
挙
が

っ
た
質
疑
、答
弁
を
踏
ま
え
、

各
議
員
が
し
か
る
べ
き
判
断

を
し
て
ほ
し
い
。

原
案
に
対
す
る
討
論

人　
　
事

教えて！議会用語

「動議」
どう　  ぎ

�
議
会
の
進
行
や
手
続
き
に

関
し
て
議
員
が
議
会
に
対

し
て
行
う
提
議
で
、
議
決

が
必
要
な
も
の
を
い
い
ま

す
。

　
今
回
の
動
議
と
は
異
な

り
、
議
案
の
修
正
案
を
提

出
す
る
動
議
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
会
議
規

則
で
定
め
ら
れ
た
人
数
以

上
の
賛
成
者
が
い
な
い
と

動
議
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
議
案

賛否が分かれた議案のみ掲載しています。
○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

９月定例会審議議案と採決結果
議員

議案

審
議
結
果

下
山　
和
則

長
野　
晋
治

加
藤　
祐
喜

米
山　
　
智

福
田　
　
明

小
永
井
康
一

宮
口　
嘉
隆

植
松　
英
樹

下
山　
哲
夫

木
下　
章
夫

大
沼　
正
明

四
方　
義
男

山
田　
　
勝

井
出　
春
彦

柏
木　
　
豊

桃沢野外活動センター他大規模改修工事請負
契約の締結 可決 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ × ○ ○ -

平成３０年度長泉町一般会計歳入歳出決算の
認定 可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ -

平成３０年度長泉町国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

平成３０年度長泉町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

平成３０年度長泉町介護保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

教 

育 

委 

員

監 

査 

委 

員

髙
たか
橋
はし
奈
な
緒
お
美
み
�氏村

むら
田
た
正
まさ
志
し
�氏木

きの
下
した
章
あき
夫
お
�議員
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町
政
を
問
う

ズバリ！
７人が一般質問

小永井　康一 議員
１　IT 行政の推進は
２　ゴミ問題と地球温暖化対策と新焼却場の考えは
３　池田町長の町民の声を聞く姿勢とは
４　町長の責任ある対応は

下山　哲夫 議員
１　地域を保全し未来へつなげるには
２　教育各所の暑さ対策は

福田　明 議員
１　安心して暮らせる町のために

大沼　正明 議員
１　行政サービスの、さらなる推進を

加藤　祐喜 議員
１　魅力的な町、長泉町であるために

四方　義男 議員
１　各種調査結果や世の中の動きを基に

木下　章夫 議員
１　町長の所信と行政姿勢を問う
２　裾野との共同火葬場建設費長泉負担分への影響は

1

2

3

4

5

6

7

一般質問とは…議員が町政全般の執行
状況や方針、課題などを、執行機関に
直接質問すること。
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一般質問・町政を問う

Q
新
火
葬
場
の
利
用
者
数
が
少
な
い
場
合
責
任
を
ど
う
取
る
か

A
施
設
利
用
者
の
多
少
だ
け
で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い

Q
Ｉ
Ｔ
行
政
の
未
来
は

A
Ａ
Ｉ
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
と
効
率
化
が
は
か
ら
れ
る

町
長
が
聞
い
た
住
民
の
声

問　
町
長
当
選
か
ら
２
年
間

で
、
火
葬
場
に
関
す
る
ど
ん

な
意
見
を
聞
い
た
か
。

く
ら
し
環
境
課
長　
町
長
へ

の
手
紙
や
新
火
葬
場
施
設
整

備
基
本
計
画
策
定
に
伴
う
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
裾

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

問　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
引

き
落
と
し
を
導
入
す
れ
ば
、

税
金
未
納
付
の
有
効
な
対
策

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

税
務
課
長　
昨
今
の
多
様
化

す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
納
税
手
段
の
１
つ
で

あ
り
、
納
税
環
境
を
整
備
す

野
市
と
共
同
に
よ
る
整
備
の

早
期
完
成
を
望
む
意
見
が
最

も
多
か
っ
た
。

問　
住
民
の
声
を
聞
い
た
と

い
う
割
に
は
、
火
葬
場
に
関

す
る
住
民
訴
訟
が
起
き
た
が
。

副
町
長　
訴
訟
は
裁
判
所
が

最
終
判
断
す
る
も
の
で
、
町

が
感
想
や
見
解
を
述
べ
る
べ

き
で
は
な
い
。

る
意
味
で
は
必
要
な
取
り
組

み
と
考
え
て
い
る
。

問　
行
政
窓
口
な
ど
の
手
数

料
の
支
払
い
に
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
導
入
は
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
、
民

間
企
業
を
中
心
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
が
加
速

し
て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
。

一
部
自
治
体
で
既
に
実
証
導

問　
新
裾
野
広
域
斎
場
を
使

う
町
民
の
割
合
の
想
定
は
。

く
ら
し
環
境
課
長　
平
成
２３

年
度
か
ら
２９
年
度
の
現
火
葬

場
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
町
民

の
利
用
率
を
算
出
し
、
８８
％

を
想
定
し
て
い
る
。

問　
町
民
の
利
用
率
が
低
か

っ
た
場
合
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
責
任
を
取
る
つ
も
り
か
。

入
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
運

用
上
の
課
題
と
と
も
に
研
究

し
て
い
く
。

行
政
の
自
動
化

問　
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
の

時
代
の
行
政
運
営
は
。

課
長　
既
に
一
定
の
成
果
が

示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
Ｒ
Ｐ

Ａ
が
あ
る
。
既
に
全
国
の
自

都
市
環
境
部
長　
そ
の
施
設

の
利
用
者
数
の
み
を
も
っ
て

判
断
し
、
施
設
整
備
を
行
っ

た
首
長
の
責
任
の
有
無
を
論

ず
る
も
の
で
は
な
い
。
多
く

の
住
民
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
施
設
整
備
と
運
営
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
行
政
が
果
た

す
責
務
で
あ
る
。

治
体
に
お
い
て
実
証
導
入
さ

れ
、
一
定
の
成
果
が
出
て
い

る
と
聞
く
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入

に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
を

期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
処
理

の
あ
り
方
と
広
域
焼
却
炉

の
考
え
は
。

※ RPA…定型的なパソコン業務をソフトウェア型のロボットが代行・自動化する概念。Robotic�Process�Automation の略。
※ IT…コンピューターやデータ通信に関する技術の総称。Information�Technology の略。

小こ

永な
が

井い　
康こ
う

一い
ち

　
　
　
　
議
員

町長の町民の声を聴く
姿勢に期待。

ＡＩ化の推進を

※

※

11



一般質問・町政を問う

下し
も

山や
ま　

哲て
つ

夫お

　
　
　
　
議
員

Q
地
域
農
業
を
保
全
し
未
来
へ
つ
な
げ
る
に
は

A
担
い
手
を
育
成
し
環
境
整
備
に
努
め
る

Q
教
育
各
所
の
暑
さ
対
策
は

A
暑
さ
指
数
に
基
づ
き
活
動
の
可
否
を
決
め
て
い
る

地
域
力
向
上
と
人
づ
く
り

問　
農
業
の
担
い
手
確
保
と

方
策
は
。

産
業
振
興
課
長　
農
林
水
産

省
が
進
め
る
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
事
業
」
で
、

誰
に
農
地
を
集
積
・
集
約
し

て
い
く
か
と
い
っ
た
地
域
農

業
の
あ
る
べ
き
将
来
像
の
見

熱
中
症
の
防
止
・
対
策

問　
屋
外
で
の
活
動
は
気
温

が
何
度
以
上
で
中
止
に
な
る

の
か
。
具
体
的
な
指
数
は
。

教
育
推
進
課
長　
熱
中
症
予

防
の
運
動
指
針
は
、
気
温
３５

度
以
上
、
暑
さ
指
数
３１
度
以

上
で
、
各
小
・
中
学
校
は
こ

の
数
値
を
目
安
に
し
て
い
る
。

え
る
化
が
は
か
ら
れ
て
お
り
、

町
で
も
当
事
業
を
本
年
度
か

ら
実
施
す
る
。

問　
農
地
の
保
全
は
水
の
確

保
が
重
要
。
貯
水
枡ま

す
の
設
置

や
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
電

源
確
保
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な

ど
の
設
置
の
考
え
は
。
ま
た
、

計
画
的
な
用
水
路
の
改
修
が

必
要
で
は
。

問　
暑
さ
、
日
焼
け
対
策
の

た
め
に
、
背
面
に
垂
れ
の
付

い
て
い
る
帽
子
の
よ
う
に
、

日
差
し
を
防
ぐ
効
果
の
あ
る

も
の
に
変
え
る
予
定
は
。

課
長　
屋
外
で
の
活
動
で
は
、

適
宜
休
憩
と
水
分
補
給
の
時

間
を
確
保
し
た
り
、
定
期
的

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
放
水
し
て

熱
を
抑
え
る
な
ど
、
学
校
で

は
児
童
の
健
康
管
理
に
常
に

課
長　
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
中
・
長
期
の
見
通
し
の
中

で
、
今
後
も
農
業
経
営
を
継

続
し
て
い
く
地
域
で
水
路
整

備
・
改
修
を
計
画
し
て
い
く
。

問　
町
道
上
長
窪
元
長
窪
線

の
危
険
箇
所
の
今
後
の
計
画

は
。

工
事
管
理
課
長　
既
存
の
施

設
に
加
え
、
計
画
さ
れ
て
い

気
を
配
っ
て
い
る
。
背
面
に

垂
れ
の
つ
い
て
い
る
帽
子
も

効
果
的
だ
と
考
え
る
が
、
熱

中
症
対
策
は
今
後
も
校
長
会

で
協
議
し
た
い
。

問　
体
育
館
の
簡
易
的
冷
暖

房
設
備
以
外
に
、
将
来
簡
易

的
で
な
い
冷
暖
房
設
備
の
設

置
や
建
て
替
え
の
予
定
は
。

教
育
部
長　
熱
中
症
対
策
と

る
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

の
全
面
改
修
な
ど
に
よ
っ
て
、

今
後
利
用
者
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

各
課
で
安
全
対
策
の
協
議
を

進
め
、
実
施
に
向
け
た
計
画

策
定
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
森
林
環
境
税

・
地
消
地
産
の
発
信

し
て
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
必
要
な
設
備
だ
と
考
え
、

本
年
度
、
小
・
中
学
校
体
育

館
に
は
試
験
的
に
移
動
式
大

型
涼
風
機
や
移
動
式
エ
ア
コ

ン
を
配
置
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
校
舎
・
体
育
館
の
建
て
替

え
の
時
は
、
エ
ア
コ
ン
設
備

の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

※暑さ指数…人体の熱収支に与える影響の大きい、①湿度、②輻射熱、③気温を取り入れた指標。

見通しがよい改善を

時代の流れに合わせ、
変化を。

※
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一般質問・町政を問う

福ふ
く

田だ　
明あ
き
ら

　
　
　
　
議
員

Q
小
・
中
学
校
で
の
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は

A
模
擬
選
挙
や
出
前
授
業
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る

主
権
者
教
育

問　
小
・
中
学
校
で
の
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
取
り
組
み
は
。

教
育
推
進
課
長　
政
治
や
選

挙
は
、
小
学
校
６
年
生
の
社

会
科
「
わ
が
国
の
政
治
の
動

き
」
や
、
中
学
３
年
生
の
公

民
「
私
た
ち
の
政
治
」
で
学

ん
で
い
る
。
投
票
率
の
低
さ

や
１
票
の
格
差
な
ど
の
問
題

を
考
え
た
り
、
模
擬
選
挙
な

ど
を
通
し
て
投
票
の
大
切
さ

を
実
感
す
る
授
業
を
行
っ
て

い
る
。

行
政
課
長　
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
中
学
３
年
生
を
対

象
に
出
前
授
業
を
行
い
、
選

挙
制
度
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や

模
擬
投
票
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

問　
若
者
の
投
票
率
向
上
を

見
据
え
た
活
動
は
。

行
政
課
長　
町
の
１０
代
の
投

票
率
は
、
県
議
会
議
員
選
挙

で
は
２９
・
７４
％
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
は
３５
・
１１
％
、

２０
代
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２１
・

０４�

％
、
３４
・
９８
％
で
あ
り
、

町
全
体
の
投
票
率
と
比
較
し

て
も
下
回
っ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
若
者
へ
の
啓
発
活
動

と
し
て
、
選
挙
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
選
挙
事
務
体

験
な
ど
で
投
票
率
が
上
昇
す

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

空
き
家
対
策

問　
町
内
の
空
き
家
の
現
状

は
。

建
設
計
画
課
長　

平
成
２５

年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
住
宅
総
数

１
万
７
千
３
２
０
戸
の
う
ち
、

空
き
家
総
数
３
千
６
１
０
戸

で
、
空
き
家
率
２０
・
８
％
と

高
い
数
字
で
あ
る
。
内
訳

は
、
賃
貸
住
宅
２
千
８
２
０

戸
、
売
却
用
住
宅
２
３
０
戸
、

別
荘
な
ど
が
４０
戸
、
そ
の
他

５
２
０
戸
で
、
賃
貸
住
宅
が

空
き
家
総
数
の
７８
・
１
％
を

占
め
て
い
る
。

問　
空
き
家
の
活
用
な
ど
の

対
策
は
。

課
長　
空
き
家
の
戸
数
は
全

国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

町
で
は
空
き
家
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
、
空
家

等
対
策
計
画
を
盛
り
込
ん
だ

長
泉
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。

問　
浜
岡
原
発
再
稼
働
に
対

す
る
町
の
見
解
は
。

総
務
部
長　
事
故
発
生
時
に

放
射
性
物
質
の
影
響
を
受
け

る
３１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の

各
市
町
の
判
断
や
、
区
域
内

に
住
ま
わ
れ
る
方
の
意
見
を

優
先
し
、
原
子
力
政
策
は
国

が
責
任
を
も
っ
て
慎
重
に
判

断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
、

事
前
配
布
、
購
入
の
考
え
は
。

地
域
防
災
課
長　
安
定
ヨ
ウ

素
剤
は
、
原
子
力
災
害
時
に

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状

腺
の
内
部
被
ば
く
の
予
防
ま

た
は
低
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
町
は

浜
岡
原
子
力
発
電
所
か
ら
約

９０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
お

り
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
、
屋
内
退
避
、
避
難
、

一
時
移
転
を
行
う
区
域
か
ら

外
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
で
も
、

直
ち
に
放
射
性
物
質
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
お
り
、
現
時
点
で
は
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
や
購
入
、

事
前
配
布
は
検
討
し
て
い
な

い
。

※主権者教育…社会の出来事を自ら考えて判断し、主体的に行動する主権者を育てることを目的とした教育。

中学３年生の出前授業

※

将来の有権者である子
どもたちへの主権者教
育は重要な項目である。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

事
故
の
場
合
の
対
応
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一般質問・町政を問う

大お
お

沼ぬ
ま　

正ま
さ

明あ
き

　
　
　
　
議
員

Q
受
動
喫
煙
対
策
と
し
て
禁
煙
外
来
に
助
成
を

A
町
民
の
健
康
を
後
押
し
す
る
た
め
検
討
す
る

高
齢
者
支
援
の
充
実
を

問　
高
齢
者
バ
ス・タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
対
象
者
数
と
申
請

者
数
は
。

長
寿
介
護
課
長　
平
成
３０
年

度
の
対
象
者
数
は
４
千
７
７

５
人
、
申
請
者
数
は
２
千
６

６
７
人
、申
請
率
は
５５・９
％

に
な
る
。

問　
窓
口
で
の
本
人
申
請
数

と
代
理
人
に
よ
る
申
請
数
は
。

課
長　
本
人
申
請
は
２
千
６８

人
、
親
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
の
代
理
申
請
は

６
０
０
人
に
な
る
。

問　
高
齢
者
バ
ス・タ
ク
シ
ー

助
成
券
は
、
対
象
者
全
員
に

郵
送
を
。

課
長　
本
人
に
よ
る
窓
口
申

請
が
約
８
割
で
あ
る
。
顔
の

見
え
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
機
会
で
あ
り
、
高
齢
者
の

困
り
ご
と
や
問
題
を
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
げ

る
機
会
と
捉
え
て
い
る
た
め
、

郵
送
は
考
え
て
い
な
い
。
高

齢
者
支
援
体
制
整
備
事
業
と

し
て
、
地
域
に
出
向
き
「
地

域
助
け
合
い
検
討
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

移
動
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
中
で
あ
る
。
今
後
も

必
要
に
応
じ
高
齢
者
支
援
の

拡
充
や
見
直
し
を
は
か
る
。

総
合
案
内
の
有
効
利
用
を

問　
昼
休
み
に
来
庁
す
る
住

民
の
た
め
、
総
合
案
内
が
不

在
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
。

行
政
課
長　
総
合
案
内
業
務

は
、
人
材
派
遣
で
対
応
し
て

い
る
。
昼
休
み
を
含
め
た
時

間
帯
に
対
応
す
る
に
は
、
最

低
２
人
の
体
制
が
必
要
に
な

る
。
今
後
、
一
番
効
果
的
な

体
制
を
検
討
す
る
。

情
報
発
信
力
の
強
化
を

問　
緊
急
の
交
通
規
制
情
報

や
火
災
情
報
を
随
時
発
信
す

る
考
え
は
。

地
域
防
災
課
長　
緊
急
情
報

を
町
か
ら
随
時
発
信
す
る
に

は
、
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

得
る
こ
と
や
、
夜
間
や
休
日

な
ど
の
対
応
の
検
討
が
必
要

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
直
ち

に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
近
隣
の
状
況
や
先

進
事
例
を
確
認
し
、
情
報
発

信
の
充
実
強
化
を
研
究
し
て

い
く
。

自
治
会
加
入
率
の
向
上
を

問　
現
在
の
自
治
会
加
入
率

は
。

行
政
課
長　
本
年
４
月
１
日

現
在
で
８８
・
４４
％
で
あ
り
、

昨
年
に
比
べ
１
・
２４
％
上
昇

し
て
い
る
。

問　
自
治
会
独
自
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
で
き
る
よ
う

に
支
援
を
。

課
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
た
場
合
、
継
続
的
な
運

用
が
可
能
か
課
題
が
あ
る
。

今
後
、
区
長
連
絡
協
議
会
役

員
会
で
意
向
を
確
認
し
た
い
。

受
動
喫
煙
対
策
を

問　
公
衆
喫
煙
所
の
設
置
を
。

企
画
財
政
課
長　
設
置
場
所

が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
現

状
考
え
て
い
な
い
。

問　
家
庭
で
の
対
策
に
、
禁

煙
外
来
の
助
成
の
考
え
は
。

町
長　
た
ば
こ
税
の
使
い
方

と
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

大
規
模
災
害
時
に
使
え
る

無
料
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
「
フ
ァ

イ
ブ
ゼ
ロ
ジ
ャ
パ
ン
」
の

周
知
を
。

先進地の喫煙トレーラー

受動喫煙の防止や
喫煙マナーのために

東京都千代田区広報広聴課提供
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一般質問・町政を問う

加か

藤と
う　

祐ゆ
う

喜き

　
　
　
　
議
員

Q
魅
力
的
な
町
で
あ
る
た
め
に
は

A
各
種
研
究
、
情
報
発
信
に
努
め
る

災
害
へ
の
備
え
を

問　
昨
年
１１
月
に
開
館
し
た

防
災
セ
ン
タ
ー
を
、
総
合
防

災
訓
練
で
は
ど
の
よ
う
に
活

用
し
た
か
。

地
域
防
災
課
長　
常
設
の
災

害
対
策
本
部
を
整
備
し
た
こ

と
で
、
本
部
参
集
職
員
到
着

後
、
直
ち
に
本
部
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
災
害

対
応
で
は
、
現
場
映
像
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
し
た
ほ

か
、
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、

各
班
長
が
机
の
マ
イ
ク
を
使

用
し
、
逐
次
報
告
し
な
が
ら

災
害
対
応
を
行
っ
た
。
物
資

を
避
難
所
へ
搬
送
す
る
訓
練

で
は
、
本
部
と
同
じ
建
物
内

に
防
災
倉
庫
を
整
備
し
た
こ

と
で
素
早
い
搬
送
が
で
き
た
。

問　
防
災
セ
ン
タ
ー
を
使
っ

て
体
験
型
の
訓
練
を
実
施
す

る
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
を
。

総
務
部
長　
常
設
で
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

す
る
際
は
、
防
災
講
話
の
ほ

か
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
模

擬
体
験
な
ど
の
実
施
も
検
討

し
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
し

て
有
効
活
用
を
は
か
っ
て
い

く
。

問　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
業
者
な

ど
が
提
供
す
る
生
活
に
密
着

し
た
情
報
源
の
住
民
へ
の
周

知
は
。

地
域
防
災
課
長　
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
主
催
の
会

議
で
は
、
停
電
の
際
に
復
旧

見
込
み
な
ど
の
情
報
が
確
認

で
き
る
ア
プ
リ「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ

速
報
」
の
紹
介
が
あ
り
、
県

主
催
の
会
議
で
は
、
避
難
場

所
や
気
象
情
報
な
ど
が
確
認

で
き
る
ア
プ
リ
「
静
岡
県
防

災
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
貴
重

な
情
報
源
と
な
る
た
め
、
町

広
報
紙
や
わ
く
わ
く
祭
り
で

周
知
し
た
。
今
後
も
町
主
催

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く
周
知

し
て
い
く
。

問　
公
共
施
設
に
お
け
る
災

害
時
の
電
力
源
と
し
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す

る
体
制
と
、
今
後
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
、
役
場
庁
舎

北
館
、
西
館
、
防
災
セ
ン

タ
ー
、
３
小
学
校
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、
ウ
ェ
ル
ピ

ア
な
が
い
ず
み
に
設
置
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
平
時
は
発

電
し
た
電
力
と
商
用
電
源
を

併
用
し
て
い
る
。
有
事
の
際

は
、
特
定
の
電
気
系
統
に
お

い
て
蓄
電
池
か
ら
の
電
力
供

給
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
長
泉
町
環
境
基
本

計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的

な
導
入
を
は
か
り
た
い
。

子
育
て
環
境
の
充
実
を

問　
育
休
退
園
を
さ
せ
な
い

仕
組
み
づ
く
り
を
。

教
育
部
長　
保
育
の
受
け
入

れ
枠
を
増
や
し
て
待
機
児
童

問
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
、

育
休
退
園
問
題
の
解
消
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

よ
る
保
育
ニ
ー
ズ
増
大
な
ど

の
影
響
を
注
視
し
、
公
立
幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
な
ど
受
け
入
れ
施
設
の

拡
大
に
努
め
、
育
休
退
園
廃

止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
。

防災アプリの活用を

※育休退園…母親が新たに子どもを出産し育児休暇を取得した場合、保育園などに預けている上の子どもを退園させる制度。
　　　　　　長泉町では、３歳未満児は原則として産後８週目の属する日の月末で退園となる。

※

全世代の人が住みやす
い魅力的な町であるよ
うにまちづくりを。
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一般質問・町政を問う

四よ

方も　
義よ

し

男お

　
　
　
　
議
員

Q
保
育
施
設
周
辺
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
新
設
は

A
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
必
要
性
を
研
究
す
る

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
新
設

問　
子
育
て
の
町
と
し
て
子

育
て
環
境
の
安
全
を
よ
り
高

め
る
べ
く
、
保
育
施
設
周
辺

に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
新
設
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
園
外
保

育
な
ど
で
園
児
が
、
日
常
的

に
集
団
で
移
動
す
る
経
路
に

お
け
る
危
険
箇
所
の
抽
出
調

査
を
実
施
し
た
。
公
立
・
私

立
の
１５
園
で
調
査
を
行
い
、

１２
園
、
３７
カ
所
が
抽
出
さ
れ

て
い
る
。
道
路
管
理
者
や
裾

野
警
察
署
と
点
検
確
認
し
、

改
善
改
修
に
努
め
る
。
今
後

国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
性
な
ど
を

研
究
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
食
育

問　
健
康
長
寿
に
向
け
て
、

高
齢
者
へ
の
食
育
啓
発
を
積

極
的
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

住
民
福
祉
部
長　
高
齢
に
な

る
と
、
食
事
量
や
食
の
偏
り

な
ど
食
事
面
か
ら
の
指
摘
も

あ
る
が
、
歯
の
喪
失
や
嚥
下

障
害
な
ど
口
腔
機
能
低
下
の

懸
念
も
あ
る
。
本
年
度
、
第

３
次
長
泉
町
健
康
増
進
計
画

の
見
直
し
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

食
育
推
進
会
議
を
中
心
に
、

今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
く
。
ま
た
、
３
小
学
校
区

に
設
置
し
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、
食

育
に
関
す
る
さ
ら
な
る
推
進

に
努
め
た
い
。

権
限
移
譲
受
け
入
れ

問　
権
限
移
譲
受
け
入
れ
は
、

町
の
立
ち
位
置
を
熟
考
し
て

の
意
思
表
明
を
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　
権
限
移
譲

に
関
す
る
手
続
き
は
、
原
則

と
し
て
事
務
を
受
託
す
る
市

町
の
承
諾
が
前
提
と
な
る
。

権
限
移
譲
の
諾
否
に
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
の
有
無
を
基
準
に
考
え
て

い
る
。
専
門
性
の
高
い
事
務

や
広
域
的
な
対
応
を
要
す
る

事
務
な
ど
で
、
承
諾
が
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
。
今
後
も
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
事
務
は
、
現
状
の
職

員
体
制
で
可
能
な
限
り
受
託

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

Ａ
Ｉ
解
析
に
よ
る
「
魅
力

度
」
だ
け
で
な
く
、「
持

続
可
能
性
が
あ
る
」
と
い

う
評
価
も
上
位
を
目
指
す

た
め
に
。

・�

関
係
人
口
拡
大
と
、「
ふ

じ
の
く
に
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
」
の
関
わ
り
。

子どもたちが安心な通学路

「子育てするなら長泉」
他の自治体より早く
研究・検討を。
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スタートする火葬場整備工事

一般質問・町政を問う

木き
の

下し
た　

章あ
き

夫お

　
　
　
　
議
員

Q
火
葬
場
建
築
工
事
が
２
回
も
入
札
不
調
は
問
題
な
い
か

A
分
離
発
注
方
式
に
よ
り
い
ず
れ
も
予
算
の
範
囲
内
で
落
札

Q
反
対
し
て
い
る
町
民
の
真
意
を
理
解
し
て
い
る
か

A
議
会
に
諮
り
事
業
を
進
め
て
き
た

入
札
の
結
果
は

問　
町
内
に
建
設
す
る
場
合

の
建
設
費
が
、
平
成
２５
年
当

時
の
資
料
で
は
３
億
４
千
万

円
だ
っ
た
が
、
町
外
に
建
設

す
る
場
合
は
２９
年
末
時
点
で

約
１０
億
円
と
な
っ
て
い
た
。

町
民
へ
の
説
明
は
。

く
ら
し
環
境
課
長　
火
葬
場

計
画
の
経
緯
を
顧
み
ず
、
単

提
言
の
判
断
は

問　
平
成
２５
年
の
議
会
火
葬

場
整
備
促
進
特
別
委
員
会

は
、
現
在
地
で
の
建
設
を
優

先
し
、
次
に
町
内
別
地
で
の

提
言
決
定
を
し
た
。
町
は
そ

の
提
言
を
尊
重
し
た
と
答
弁

し
た
が
、
具
体
的
に
何
を
尊

純
に
事
業
費
の
金
額
だ
け
を

も
っ
て
比
較
す
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
な
い
。

問　
１
回
目
の
工
事
入
札
の

価
格
差
は
１
億
円
近
い
と
聞

い
た
が
、
議
員
に
も
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
実
際
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

課
長　
建
築
工
事
は
入
札
価

格
が
予
定
価
格
を
３
千
５
９

０
万
円
上
回
り
不
調
と
な
っ

重
し
た
の
か
。

く
ら
し
環
境
課
長　
住
民
代

表
か
ら
な
る
火
葬
場
計
画
検

討
委
員
会
案
と
議
会
特
別
委

員
会
案
の
双
方
の
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
、
前
町
長
が
総

合
的
に
判
断
し
、
方
針
を
示

し
た
。

た
。
結
果
、
再
々
度
公
告
に

よ
り
入
札
を
執
行
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
落
札
さ
れ
、

仮
契
約
を
締
結
し
た
。
電

気
設
備
工
事
は
、
建
築
工

事
が
二
度
不
調
と
な
っ
た

の
ち
に
再
度
入
札
を
執
行

し
、
入
札
価
格
が
予
定
価
格

を
７
千
２
２
２
万
円
下
回
り

落
札
さ
れ
、
仮
契
約
を
締
結

し
た
。
火
葬
炉
設
備
工
事
は
、

既
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

問　
裾
野
市
と
の
建
設
に
反

対
し
住
民
訴
訟
を
起
こ
し
て

い
る
元
区
長
に
対
し
、
事
業

計
画
の
疑
問
に
答
え
よ
う
と

し
な
い
。
そ
ん
な
町
の
姿
勢

を
危
惧
し
て
い
る
。
町
長
の

見
解
は
。

町
長　
町
民
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
前
町
長

事
業
者
が
決
定
し
て
お
り
、

仮
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

問　
入
札
が
順
調
で
な
か
っ

た
状
況
で
、
本
年
度
以
降
さ

ら
に
町
の
負
担
金
が
増
額
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

課
長　
い
ず
れ
も
予
算
の
範

囲
内
で
落
札
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
予
算
に
影
響
は
な
い
。

は
、
町
政
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
裾
野
市
共
同
整
備
案
、
現

地
建
て
替
え
案
の
２
つ
の
意

見
を
慎
重
に
判
断
し
方
針
を

示
し
た
上
で
、
そ
の
方
針
を

議
会
で
諮
り
承
認
を
い
た
だ

き
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

反対する方たちと本当
に相対する姿勢こそが
大切。
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あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？

定例会で議員が出した
一般質問は、まちづく
りにどう活かされてい
るのでしょうか。
その後を追います。

２区画整備したチャレンジショップ 新しいデマンド乗り合いタクシー「いきいき号」

下土狩駅周辺や長泉なめり駅周辺を都市
機能誘導区域に位置付け、商業機能の誘
致を目指し、この区域内での「チャレン
ジショップ」の展開など、可能性を考え
ていく。

下土狩駅前の空き店舗を活用した起業体
験事業（チャレンジショップ）を実施。
下土狩駅前のにぎわい創出や新規事業者
の起業支援につなげる。

竹原区・本宿区をモデル地区としてアン
ケートを実施。地域の実態を調査したう
えで、具体的な交通形態を検討したい。

竹原区・シャルマン竹原区・本宿区に居
住する75歳以上の方及び65歳～74歳の
方（車所有による制限あり）を対象とし
た実証運行を10月１日から開始した。

若者がチャレンジできる
地域づくりを。

デマンド乗り合いタクシーの
実証運行は、桃沢地区だけで
なく町内全域で。

答 弁

そして そして

答 弁
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8 月１日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。

私の要望・意見
期待しています

町
の
未
来
を
考
え
る

　

子
育
て
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
人
口
が
頭
打
ち
に

な
っ
た
と
き
に
、
長
泉
が
ど

の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
示
し
て
い
く
か
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
も
議
論
し
て
く

だ
さ
い
。

（
３０
代
男
性
）

　
今
秋
の
消
費
増
税
に
よ
る

家
計
へ
の
影
響
は
、
避
け
て

は
通
れ
ま
せ
ん
。
増
税
以
上

に
住
み
や
す
い
、
生
活
し
や

す
い
町
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
５０
代
男
性
）

11月定例会は
11月25日㈪に
開会予定です

（本会議は10時開会です）

高
齢
世
代
に
対
し
て

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

免
許
返
納
し
て
も
、
バ
ス
・

電
車
で
移
動
、
生
活
で
き
る

公
共
交
通
網
の
充
実
を
目
指

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
ら
ゆ
る

バ
ス
路
線
か
ら
も
食
料
品
を

買
い
に
行
け
る
よ
う
、
町
か

ら
も
バ
ス
会
社
へ
の
要
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
高

齢
に
な
っ
て
も
、
免
許
返
納

し
て
も
過
ご
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
４０
代
女
性
）

　
議
会
な
が
い
ず
み
、
い
つ

も
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
長

泉
町
は
子
育
て
の
町
と
い
う

こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢

者
へ
の
施
策
が
少
し
乏
し
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
高
齢
の

町
民
へ
の
対
応
に
も
、
力
を

入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
で
す
。（

６０
代
男
性
）

そ
の
他
ご
意
見

　
幼
い
子
が
英
語
に
触
れ
あ

え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
３０
代
男
性
）

　
子
育
て
関
係
や
、
道
路
整

備
に
関
す
る
記
事
が
気
に
な

り
ま
す
。

（
３０
代
女
性
）

　
本
年
度
発
売
さ
れ
る
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
購
入
者

の
条
件
の
枠
が
、
あ
ま
り
に

も
厳
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
隣
接
す
る
市
町
の
店
で

も
使
用
で
き
る
と
、
も
っ
と

楽
し
め
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
６０
代
女
性
）

　

下
土
狩
駅
付
近
の
踏
切

の
、
朝
の
通
行
状
況
が
ひ
ど

く
、
一
時
期
交
通
量
調
査
を

し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
一
向

に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
ど

の
よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
教
え
て

も
ら
い
た
い
。（

４０
代
男
性
）

議会を傍聴しませんか？

そもそも議会では
　　　何が行われているの？

　議会では、町が行う（行った）事業の内容は適正であるか、費用に見合った効
果が見込まれるかなどのチェックが行われています。
　町と議会は相互にけん制・抑制と均衡によって緊張関係を保ちながら、対等な
立場でそれぞれの役割を果たしています。
　目の前で見る議会は緊張感を肌で感じることができるはず！
　ぜひ議場で議会をご覧になってみてくださいね。
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？でしょう

ここは

どこ

たんけんクイズ
わが町

Vol.130

ヒ
ン
ト…

敷
地
内
に
ウ
ェ
ル
ピ
ア

　
　
　
　な
が
い
ず
み
が
あ
り
ま
す
。

「
健
○
公
園
」

まちかどインタビューまちかどインタビュー
～ながいずみ美術展で聞きました！～

議員が
  聴く!

●
発
行
責
任
者

　
　
議　
長　
柏
木　
　
豊

●
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
下
山　
哲
夫

　
　
副
委
員
長　
下
山　
和
則

　
　
委　
員　
木
下　
章
夫

　
　
委　
員　
山
田　
　
勝

　
　
委　
員　
米
山　
　
智

　
　
委　
員　
福
田　
　
明

　
　
委　
員　
長
野　
晋
治

　
　
委　
員　
加
藤　
祐
喜

編 

集 

後 

記
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町
内
に
あ
る
施
設
な
ど
を
出

題
し
ま
す
。
○
の
中
に
入
る
言

葉
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法

●�

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、応
募
フ
ォ

ー
ム
の
い
ず
れ
か
か
ら
、
ク
イ

ズ
の
答
え
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
議
会
な
が
い
ず
み

の
感
想
を
書
い
て
お
送
り
く
だ

さ
い
（
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※�

〆
切
は
１１
月
２９
日
㈮
消
印
有

効
で
す
。
当
選
者
の
発
表
は

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
宛
先

　
〒
４
１
１
‐
８
６
６
８

　
長
泉
町
中
土
狩
８
２
８
番
地

　
長
泉
町
議
会

　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

前
回
の
正
解
は

　
「
上
土
狩
」
区
で
し
た
。

（
応
募
総
数
１７
通�

正
解
数
１２
通
）

　
新
メ
ン
バ
ー
で
今
後
２
年

間
、
計
８
回
の
「
議
会
な
が

い
ず
み
」
を
発
行
し
ま
す
。

本
格
的
な
人
口
減
少
の
時
代

に
突
入
し
た
日
本
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
界
の
変
革
の
中
で
町

の
良
識
を
求
め
て
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
議
会
よ
り
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
導
入
し
ま
し
た
。

１
年
間
か
け
て
完
全
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
都
市

計
画
道
路
池
田
柊
線
下
長
窪

工
区
が
４
車
線
で
供
用
開
始

予
定
で
す
。
地
域
活
性
化
に

向
け
て
の
議
論
も
た
く
さ
ん

出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
期
待

し
て
お
り
ま
す
。（

下
山
哲
夫
）

　今回で第３２回を迎える美術展には125点の作品が出品さ
れましたが、 年々出品数は減ってきており、 残念に思って
います。 特に若い世代の方の出品が少なく、 町主催のイベ
ントでの PR など、 身近なところで芸術に触れることができ
る機会が設けられたらと思います。
　今回の美術展では、制作コーナーで実行委員による説明
会を実施し、自分の興味のある部門の制作体験への参加を
呼びかけました。皆さんのチャレンジを心よりお待ちして
おります。

（長泉町美術展実行委員会　委員長　上
うえ

枝
えだ

正
まさ

樹
き

さん）

Ｑ．長泉町に住んでいて感じることは。
Ａ．穏やかで環境のよい町
Ｑ．長泉町の良い点、 不自由な点はありますか。
Ａ．町外へ行くときの交通の便はよい。
　　町内で移動するとき、 交通手段がないと不自由
Ｑ．これからの長泉町に期待することは。
Ａ．町の施設は整ってきている
　　が、 車がないと行けない。
　　町内のバスがあるとよい。

　　　　（西区　土
つち

屋
や

洋
よう

子
こ

さん）

主催者の声 来場者の声


